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石田　恒夫　氏

訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
Ｄ
Ｍ
Ｃ新

た
な
目
的
地
　

地
域
と
開
発

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
を
推
進

事
業
戦
略

年度億円に向けて
宿泊増売

ＪＴＢ旅ホ連
年度事業

　
―
―
ま
ず
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ロ
ー
バ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
ト
ラ
ベ
ル

（
Ｇ
Ｍ
Ｔ
）
に
つ
い
て
教
え
て
ほ

し
い
。

　
「
も
と
も
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
１
９
１

２
年
、
外
客
誘
致
の
た
め
に
創
立

し
た
。
そ
の
祖
業
で
あ
る
訪
日
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
１
１
３
年
間
、
向

き
合
い
続
け
て
い
る
会
社
が
Ｇ
Ｍ

Ｔ
だ
。
日
本
で
最
古
、
最
大
の
訪

日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
特
化
し
た
会

社
で
Ｄ
Ｍ
Ｃ
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
カ
ン
パ

ニ
ー
）
だ
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
か
ら
分
社
し

て
２
０
０
５
年
に
営
業
を
開
始

し
、
今
年
で

周
年
を
迎
え
る
。

Ｄ
Ｍ
Ｃ
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る

旅
行
や
周
遊
型
ツ
ア
ー
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
、
そ
し
て
旅
行
中
の
緊
急
対
応

な
ど
を
ト
ー
タ
ル
で
提
案
し
て
い

る
」

　
―
―
２
０
２
４
年
度
の
Ｇ
Ｍ
Ｔ

の
取
り
組
み
は
。

　
「
大
き
く
分
け
る
と
、
レ
ジ
ャ

ー
事
業
と
法
人
事
業
の
二
つ
に
分

か
れ
、
レ
ジ
ャ
ー
事
業
に
つ
い
て

は
、
対
象
市
場
の
北
米
、
欧
州
、

ス
ペ
イ
ン
語
圏
、
ア
ジ
ア
、
中
近

東
で
取
り
扱
い
が
拡
大
し
、
そ
の

う
ち
宿
泊
販
売
は
、
個
人
が
前
年

度
比
１
６
０
％
強
、
団
体
が
約
１

２
０
％
、
お
し
な
べ
て
１
４
０
％

ぐ
ら
い
だ
っ
た
」

　
―
―

年
に
は
訪
日
外
国
人
向

け
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
「
サ
ン
ラ

イ
ズ
ツ
ア
ー
」
が

周
年
を
迎
え

た
。

　
「
日
本
最
古
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ

ア
ー
だ
。

年
に
は
サ
ン
ラ
イ
ズ

ツ
ア
ー
の
商
品
が
『
ツ
ア
ー
グ
ラ

ン
プ
リ
』
の
訪
日
旅
行
部
門
で
観

光
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た
。
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
地
方
分
散
・
オ
ー
バ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
、
持
続
可
能

な
観
光
の
推
進
に
向
け
て
、
首
都

圏
―
北
陸
エ
リ
ア
―
関
西
圏
を
周

遊
す
る
『
レ
イ
ン
ボ
ー
ル
ー
ト
』

を
開
発
し
、
新
た
な
人
流
創
出
が

期
待
で
き
る
点
が
評
価
さ
れ
た
」

　
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
ツ
ア
ー
で
は
レ

イ
ン
ボ
ー
ル
ー
ト
に
加
え
て
、
北

海
道
ア
ド
ネ
イ
チ
ャ
ー
ル
ー
ト
、

東
北
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
ル
ー
ト
、

せ
と
う
ち
シ
ー
ニ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
ル

ー
ト
、
九
州
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク

ル
ー
ト
の
計
五
つ
の
ル
ー
ト
を
開

発
し
た
。
自
治
体
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
観

光
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
地

域
の
魅
力
を
引
き
出
し
、
さ
ら
に

ル
ー
ト
の
周
辺
地
域
も
観
光
し
て

も
ら
え
る
よ
う
現
地
発
着
ツ
ア
ー

の
企
画
も
拡
充
し
て
い
る
」

　
―
―
Ｇ
Ｍ
Ｔ
は
、
持
続
可
能
な

観
光
の
国
際
認
証
で
あ
る
Ｇ
Ｓ
Ｔ

Ｃ
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
認
証
を


年
３
月
に
取
得
し
た
。

　
「
持
続
可
能
な
観
光
の
国
際
認

証
に
関
し
て
は
、

年
に
『
Ｔ
ｒ

ａ
ｖ
ｅ
ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
（
ト
ラ
ベ
ラ
イ

フ
）
　
Ｃ
ｅ
ｒ
ｔ
ｉ
ｆ
ｉ
ｅ
ｄ
』

を
取
得
し
た
。
現
在
、
日
本
国
内

で
Ｇ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
と
『
Ｔ
ｒ
ａ
ｖ
ｅ
ｌ

ｉ
ｆ
ｅ
　
Ｃ
ｅ
ｒ
ｔ
ｉ
ｆ
ｉ
ｅ

ｄ
』
の
両
方
の
認
証
を
取
得
し
て

い
る
の
は
Ｇ
Ｍ
Ｔ
だ
け
。
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
観
光
に
全
社
で
取
り
組

ん
で
お
り
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
の
旅
行
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
国
際
的

な
ク
ル
ー
ズ
会
社
と
取
引
す
る
に

は
認
証
の
有
無
が
重
要
だ
。
旅
ホ

連
の
会
員
施
設
に
お
い
て
も
、
特

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
お
客
さ
ま
を
獲

得
す
る
に
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
へ
の
取
り
組
み
は
必
須
。
グ
ロ

ー
バ
ル
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
や
大
手

ホ
テ
ル
だ
け
で
は
な
く
、
旅
館
に

お
い
て
も
こ
こ
は
避
け
て
通
れ
な

く
な
っ
て
い
る
」

　
―
―

年
度
の
Ｇ
Ｍ
Ｔ
の
取
り

組
み
は
。

　
「
大
阪
・
関
西
万
博
の
関
連
で

は
、
世
界
中
か
ら
来
日
す
る
賓
客

の
対
応
な
ど
に
注
力
し
て
い
る
。

８
月
に
横
浜
で
開
催
さ
れ
る
ア
フ

リ
カ
開
発
会
議（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
９
）

を
は
じ
め
と
す
る
国
際
会
議
や
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
ツ
ア
ー
も
多
く
受
注
し
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
ク
ル
ー

ズ
に
お
け
る
日
本
国
内
の
寄
港
地

で
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
も
多

い
。
加
え
て
、
自
治
体
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ

な
ど
を
対
象
と
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
事
業
も
拡
大
し
て
い
る
。
訪

日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
す
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
や
商
品
開
発
、
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
ト
ー
タ
ル
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
し
て
い
る
」

　
「
Ｇ
Ｍ
Ｔ
は
Ｂ
２
Ｂ
を
ベ
ー
ス

に
、
真
の
Ｄ
Ｍ
Ｃ
を
目
指
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
た
が
、
人
員
・
体
制
を

強
化
し
、
生
産
性
を
高
め
る
た
め

に
Ｂ
Ｐ
Ｒ
（
業
務
再
構
築
）
を
進

め
、
事
業
を
拡
大
す
る
環
境
を
整

え
て
い
る
。
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し

て
は
、
団
体
旅
行
、
サ
ン
ラ
イ
ズ

ツ
ア
ー
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
そ
し
て
オ

ン
ラ
イ
ン
会
社
へ
の
コ
ン
テ
ン
ツ

の
提
供
を
通
じ
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
個
人

旅
行
）
、
ク
ル
ー
ズ
、
富
裕
層
、

こ
れ
ら
を
軸
に
伸
び
る
市
場
に
対

し
て
愚
直
に
取
り
組
ん
で
い
く
」

　
―
―
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
も

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
持
続
可
能

な
発
展
へ
の
課
題
は
。

　
「
大
都
市
に
対
し
て
地
方
の
多

く
の
地
域
は
、
ま
だ
ま
だ
訪
日
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
旅
行
者
数
が
少
な

い
。
そ
う
し
た
地
域
で
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
向
け
の
旅
館
・
ホ
テ
ル

が
少
な
く
、
通
過
点
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
あ
ま
り
お
金
が
落
ち
な

い
。
地
元
に
お
金
が
落
ち
な
い
か

ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
設
備
投
資

も
進
ま
な
い
。
こ
れ
か
ら
人
口
減

少
が
進
む
と
税
収
が
減
っ
て
い

く
。
今
、
宿
泊
税
が
各
地
で
議
論

さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
受
け
入
れ
、観
光
客
の
消
費
を
、

ま
た
は
宿
泊
税
を
、
し
っ
か
り
観

光
振
興
へ
の
投
資
に
回
し
、
地
域

を
活
性
化
し
て
い
く
と
い
う
仕
組

み
が
重
要
に
な
る
。Ｇ
Ｍ
Ｔ
で
は
、

周
遊
型
の
ツ
ア
ー
が
地
方
に
向
か

う
よ
う
提
案
す
る
な
ど
、
新
し
い

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
求
め

て
、
自
治
体
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
ア
プ
ロ

ー
チ
し
て
い
る
。
地
域
資
源
を
磨

い
て
商
品
を
つ
く
り
、
フ
ァ
ム
ツ

ア
ー
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ

た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
一
緒
に
や

り
ま
せ
ん
か
、と
提
案
し
て
い
る
。

実
際
に
送
客
に
つ
な
が
っ
て
い
る

地
域
も
あ
る
の
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
受
け
入
れ
へ
の
投
資
を
ご
検
討

い
た
だ
き
た
い
」

　
―
―
旅
ホ
連
の
会
員
施
設
に
向

け
た
期
待
は
。

　
「
ホ
テ
ル
が
外
国
人
の
お
客
さ

ま
で
に
ぎ
わ
う
一
方
で
、
わ
れ
わ

れ
は
、
ま
だ
ま
だ
日
本
旅
館
の
良

さ
を
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
生
か

し
き
れ
て
い
な
い
。
ベ
ッ
ド
タ
イ

プ
の
和
洋
室
や
露
天
風
呂
付
き
の

客
室
を
持
つ
旅
館
も
増
え
て
き
て

い
る
。
そ
う
し
た
設
備
投
資
は
進

ん
で
い
る
が
、
依
然
と
し
て
訪
日

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
に
難

し
さ
を
感
じ
て
い
る
施
設
は
少
な

く
な
い
。
ま
ず
は
１
室
か
ら
訪
日

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
提
供
を
始
め
て

み
て
ほ
し
い
。
Ｇ
Ｍ
Ｔ
と
し
て
も

し
っ
か
り
と
お
客
さ
ま
を
お
送
り

し
て
い
く
。
世
界
的
な
潮
流
で
あ

る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応

と
併
せ
て
、
将
来
を
見
据
え
た
取

り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
」
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基
本
テ
ー
マ
を
補
完
す
る

サ
ブ
テ
ー
マ
は
、
「
『
四
方

良
し
（
お
客
様
・
地
域
・
Ｊ

Ｔ
Ｂ
・
旅
ホ
連
会
員
）
』
の

精
神
で
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業

の
持
続
的
な
発
展
を
成
し
遂

げ
る
」
。
「
四
方
」
は
前
年

度
と
同
じ
４
者
だ
が
、
地
域

か
ら
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
の
発

展
へ
と
視
野
が
広
が
る
よ
う

「
地
域
」
の
表
記
順
番
を
繰

り
上
げ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
事
業

ド
メ
イ
ン「
交
流
創
造
事
業
」

の
源
泉「
つ
な
ぐ
・
つ
く
る
・

つ
な
げ
る
」を
踏
ま
え
、「
相

互
共
栄
に
向
け
た
連
携
を

『
つ
な
ぐ
・
つ
く
る
・
つ
な
げ

る
』」を
目
指
す
。「
お
客
さ
ま

（
フ
ァ
ン
）」の
満
足
度
と
評

価
の
追
求
、「
地
域（
エ
リ

ア
）」の
面
で
の
繁
栄
、「
Ｊ
Ｔ

Ｂ（
パ
ー
ト
ナ
ー
）」と
の
共

創
・
協
業
・
共
生
、「
旅
ホ
連
会

員（
企
業
）」の
安
定
経
営
・
永

続
的
発
展
の
実
現
に
つ
な
げ

る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
が「
あ
る

べ
き
姿
」に
掲
げ
て
い
る
の

は
、「〝
旅
の
チ
カ
ラ（
文
化
・

交
流
・
経
済
・
健
康
・
教
育
＋

環
境
・
幸
福
）〟を
実
感
で
き

る
価
値
」を
提
供
し
続
け
る

経
済
団
体（
組
織
）。事
業
戦

略
、事
業
基
盤
の
重
点
項
目

を
企
画
委
員
会
、販
売
促
進
・

情
報
委
員
会
、イ
ン
バ
ウ
ン

ド
委
員
会
、人
財
・
組
織
強
化

委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し

て
推
進
す
る
。

　
旅
ホ
連
の
宮
﨑
光
彦
会
長

は
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
戦
略
的
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
深
化

し
、
宿
泊
増
売
と
会
員
施
設

の
経
営
基
盤
の
安
定
強
化
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
。
旅
の

持
つ
力
は
、
文
化
・
交
流
・

経
済
・
健
康
・
教
育
、
加
え

て
環
境
な
ど
に
及
ぶ
が
、
最

大
の
力
は
、
人
を
幸
せ
（
幸

福
）
に
す
る
こ
と
。
旅
ホ
連

は
、
そ
れ
を
実
感
で
き
る
価

値
を
提
供
し
続
け
る
経
済
団

体
で
あ
り
た
い
。
ツ
ー
リ
ズ

ム
産
業
の
持
続
的
な
発
展
と

日
本
を
元
気
に
す
る
た
め
、

『
四
方
（
お
客
様
・
地
域
・

Ｊ
Ｔ
Ｂ
・
旅
ホ
連
会
員
）
良

し
』
の
精
神
で
取
り
組
む
」

と
の
方
針
を
示
し
て
い
る
。

　
事
業
戦
略
の
推
進
に
当
た

っ
て
は
、
引
き
続
き
「
Ｊ
Ｔ

Ｂ
か
ら
の
『
新
・
４
つ
の
お

願
い
』
」
を
基
に
、
旅
ホ
連

会
員
に
協
力
を
求
め
て
い

く
。「
新
・
４
つ
の
お
願
い
」

と
は
、
①

Ｄ
Ｍ
Ｃ
支
店

（
法
個
仕
個
所
）
・
各
地
仕

入
販
売
部
と
の
連
携
②
行
政

（
地
域
）
に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
入
り

込
む
た
め
の
力
添
え
③
地
域

の
ユ
ニ
ー
ク
な
素
材
や
取
り

組
み
情
報
の
提
供
④
オ
ン
ラ

イ
ン
説
明
会
や
旅
先
店
頭
で

の
旅
行
相
談
へ
の
参
画
―
と

な
っ
て
い
る
。

　
宿
泊
販
売
の
２
０
２
５
年

度
目
標
は
前
年
度
比
５
％
増

の
４
２
０
０
億
円
に
設
定
す

る
。
将
来
的
に
は

年
度
に

５
千
億
円
の
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

年
度
は
、
「
令
和
の
大

改
革
」
と
称
さ
れ
る
新
た
な

国
内
客
室
管
理
ツ
ー
ル
へ
の

移
行
の
真
価
が
問
わ
れ
る
年

と
位
置
付
け
る
。

年

月

に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
国
内
客

室
管
理
ツ
ー
ル
は
、
旅
ホ
連

会
員
施
設
の
要
望
を
反
映
さ

せ
た
シ
ス
テ
ム
で
、
柔
軟
な

客
室
の
出
し
入
れ
が
可
能
に

な
り
、
宿
泊
プ
ラ
ン
に
応
じ

て
最
適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
、
最

適
な
販
売
チ
ャ
ネ
ル
、
最
適

な
価
格
で
の
提
供
を
目
指
し

て
い
る
。

　
国
内
客
室
管
理
ツ
ー
ル
に

つ
い
て
宮
﨑
会
長
は
「
今
年

は
、
こ
の
〝
改
革
〟
の
成
功

に
向
け
て
不
退
転
の
決
意
を

も
っ
て
旅
ホ
連
一
丸
と
な

り
、
画
期
的
な
ツ
ー
ル
を
し

っ
か
り
利
活
用
し
て
明
確
な

成
果
を
求
め
て
い
く
」
と
意

欲
を
示
し
、
会
員
施
設
に
協

力
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
宿
泊
販
売

の
課
題
を
解
決
し
、
目
的
を

達
成
す
る
た
め
、
新
た
な
国

内
客
室
管
理
ツ
ー
ル
導
入
に

伴
う
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
相
互
取

組
み
」
と
し
て
次
の
施
策
を

掲
げ
て
い
る
。

　
①
「
宿
泊
日
か
ら
３
６
４

日
前
」
～
「
受
注
ピ
ー
ク
手

前
ま
で
」
の
早
期
施
策
の
展

開
に
向
け
た
提
供
客
室
数
の

維
持
・
拡
大
（
休
前
日
・
特

定
期
間
を
含
め
て
全
日
１
１

０
％
以
上
）

　
②
Ｊ
Ｔ
Ｂ
手
配
プ
ラ
ン
ヘ

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
販
売
環
境

に
応
じ
た
料
金
リ
バ
イ
ス
の

徹
底

　
③
お
客
様
ニ
ー
ズ
に
合
致

し
た
高
額
・
高
品
質
な
未
提

供
客
室
の
新
規
提
供

　
④
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
販

売
拡
大
に
向
け
た
早
期
販
売

施
設
率
の
向
上
（
る
る
ぶ
・

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
〈
施

設
登
録
型
〉
１
８
５
日
先
販

売
中
施
設
率

％
以
上
）

　
⑤
法
人
・
団
体
販
売
に
向

け
た
提
供
客
室
の
品
揃
え
・

客
室
管
理（
減
員
時
の
戻
入
）

　
ま
た
、宿
泊
増
売
会
議
や
、

全
国
均
一
で
の
仕
入
営
業
を

強
化
す
る
た
め
に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が

進
め
て
い
る
仕
入
営
業
の

「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
化
」

（
成
功
モ
デ
ル
化
）
を
進
化

さ
せ
、
共
に
宿
泊
販
売
の
目

標
達
成
を
目
指
す
。
商
談
会

「
拡
大
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
な
ど

を

年
度
も
開
催
す
る
ほ

か
、
会
員
数
拡
大
と
会
員
施

設
の
宿
泊
販
売
最
大
化
に
つ

な
が
る
仕
入
、
販
売
の
連
動

を
促
進
し
て
い
く
。

　
　
■
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

　
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
訪
日

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て

は
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を

対
象
と
し
た
宿
泊
増
売
に
向

け
て
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ

ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

＆
ト
ラ
ベ
ル
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
　
Ｉ

ｎ
ｂ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｔ
ｒ
ｉ
ｐ

と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

　
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け

コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
は
、

四
つ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
テ
ー
マ

「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
」
「
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
」
「
メ
デ
ィ
カ
ル
」

に
連
動
し
た
着
地
コ
ン
テ
ン

ツ
の
開
発
を
引
き
続
き
支
援

す
る
。
誘
致
・
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
に
関
す
る
支
部
連
合

会
、
支
部
へ
の
施
策
も
拡
充

す
る
。

　
　
　
　
　
　
■
法
人
需
要

　
法
人
需
要
の
囲
い
込
み
、

底
上
げ
に
向
け
た
取
り
組
み

の
強
化
と
し
て
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

・
団
体
需
要
の
獲
得
に
向
け

た
営
業
を
支
援
す
る
。
法
人

向
け
の
着
地
コ
ン
テ
ン
ツ
開

発
支
援
、
会
員
施
設
に
お
け

る
会
議
受
け
入
れ
の
促
進
策

も
継
続
す
る
。

　
　
　
　
　
　
■
情
報
発
信

　
リ
ア
ル
と
デ
ジ
タ
ル
を
活

用
し
た
情
報
発
信
、
そ
の
環

境
整
備
を
推
進
す
る
。
Ｊ
Ｔ

Ｂ
旅
ホ
連
会
員
専
用
サ
イ
ト

「
や
ど
こ
む
」
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
な
ど
で
活
用
し
や
す
く

し
、
支
部
や
会
員
か
ら
Ｊ
Ｔ

Ｂ
へ
の
効
果
的
な
情
報
提
供

に
つ
な
げ
る
。
会
員
誌
「
旅

ホ
連
ニ
ュ
ー
ス
」
、
会
員
用

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
旅
ホ
連

だ
よ
り
」
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

充
実
さ
せ
、
宿
泊
増
売
に
つ

な
が
る
情
報
の
伝
達
に
注
力

す
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
）
は
、
２
０
２
５
年
度
事
業
計
画
の
基
本
テ
ー
マ
を
「
Ｊ
Ｔ

Ｂ
と
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
深
化
に
よ
る
宿
泊
増
売
と
会
員
施
設
安
定
経
営
へ
の
貢
献
」
と
す
る
方
針

だ
。
基
本
テ
ー
マ
で
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
「
戦
略
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
よ
り
踏
み
込
ん
だ

連
携
と
す
る
た
め
、
「
深
化
」
と
い
う
ワ
ー
ド
を
追
加
。
会
員
施
設
の
経
営
サ
ポ
ー
ト
で
は
、
前
年
度
の
「
経
営

基
盤
の
強
化
」
か
ら
、
「
安
定
経
営
へ
の
貢
献
」
と
し
、
加
盟
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
す
る
表
現
と
し
た
。
事
業
戦
略

は
「
宿
泊
増
売
」
と
「
地
域
振
興
・
観
光
振
興
」
、
事
業
基
盤
に
は
「
人
財
育
成
」
と
「
組
織
強
化
」
を
柱
に
据

え
る
方
向
だ
。
事
業
計
画
の
案
を
基
に
取
り
組
み
の
方
向
性
を
紹
介
す
る
。


